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◆分野：福祉◆対象：小学生 ◆実施主体：小学校 
№10 

「あたたかいきもち」  知って、学んで、伝える学習 

～私たちが伝えたい、思いやりの気持ち～ 

実 施 団 体 

那珂市社会福祉協議会             ×        那珂市立菅谷小学校 

〒   319－2102 那珂市瓜連 321           〒  319-2102 那珂市菅谷 2378 番地 1 

TEL   029-229-0309/029-296-1002               TEL 029-298-0004/029-295-7552 

メール syakyo@naka-shakyo.net                  メール sugaya-s@city.naka.lg.jp 

          【文責：菅谷小 大塚真弓、那珂市社協 林紘平／作成：２０１7 年３月】 
 
 
 
＜１＞ ねらい 

１ 親子福祉体験や高齢者疑似体験等を通じ、家族や地域に身近に暮らす方を思いやる気持

ちを育む 
２ 高齢者福祉施設の訪問で自らできることを考え、披露し、高齢者に喜んでもらう過程を 

通じて、相手を思いやる気持ちや自身の成長につなげる 
３ 年度を通じて学んできたことを下の学年に伝えることで、自らの振り返りをするとともに、学

んできたことを人に伝えられる力へつなげる 
 
＜２＞ 学びの特徴 
  ＊ 那珂市社会福祉協議会、市内ボランティア団体など 

さまざまな方との交流を実施 
  ＊ 高齢者福祉施設の高齢者との交流体験 
  ＊ 自らの学びを下級生に伝える取り組み 
 
＜３＞ 成果・効果 
 １ 児童が自ら考え、学び、活かす学習経験ができた 
２ 社会福祉協議会や近隣施設に小学校の取り組み 

    を知ってもらい、協力してもらえる関係づくりができた 
  ３ 自らの学びを相手に伝えることで、年度を通じて 

学習してきたことを、次の学年に引き継ぐことができた 
 
＜４＞ 今後の課題 
  ＊ 総合的な学習の時間減少による交流体験等の時間を取ることの難しさ 
  ＊ 福祉施設などへの移動には、多くの教員の支援が必要である 
 
＜５＞ 活動収支 
  ・必要な消耗品などは学校であるもので対応 

・体験キットなどは、社会福祉協議会から借りて使用 
 
 
 

☆ キーワード 〔総合的な学習・疑似体験・当事者交流・３年生に伝える会〕  

＜６＞担当者からのメッセージ （資料を見る方へのメッセージ・コメント）     

 教員だけでは、外部との調整の仕方がわからなかったり、体験学習における時間の回し方など効率的に

は進めづらいことがあります。そんな時、相談できる窓口があることは心強いです。 

また児童はさまざまな体験や経験をどんどん吸収し、自分のものにしていきます。 

その手助けとして、自らの学びを相手に伝える過程が必要だと感じています。 
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№000 
 

◇福祉教育 準備からふりかえりまで◇ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４月 １日  那珂市社会福祉協議会に相談 

  

 

４月 ５日  体験、年度計画の打ち合わせ  

 

 

５月 ６日  親子アイマスク・車いす体験 

ボランティアと打ち合わせ 

 

 

６月 ６日  親子福祉体験実施 

 

 

９月 ７日  高齢者福祉施設と打ち合わせ 

 

 

９月２９日  高齢者疑似体験 

ボランティアと打ち合わせ 

 

 

１０月２４日  高齢者疑似体験 

 

 

１１月 ８日  施設へ交流訪問 

  

２月２５日  社会福祉協議会から車イス・ 

アイマスク、白杖、高齢者疑似 

体験キット借用 

  

 

 ２月２８日 ３年生に披露する前のデモン

ストレーション 

 

 

 ３月 ２日 ３年生に発表。 

 

児童の声・感想 
4 年生「うまく伝えられるか心配だったが、

3 年生が真剣に聞いてくれてよかった」 
 
3 年生「目が不自由だと、階段などの段差で

も心配なところがあるのがわかった。発表

はとてもわかりやすかったです」 

連携団体 や キーパーソン 

那珂市社会福祉協議会 

市内高齢者福祉施設（社会福祉法人青燈会） 

市内ボランティアサークル 

（那珂市赤十字奉仕団、ボランティアサークルトトロ） 

志民の学び縁卓会議メンバーからのコメント（すぐれているところ・活用へのヒントなど） 

☆体験だけにとどめず、当事者との交流、成果を次の学年へと伝えるという、学びのピラミッドに沿った丁寧

な学習が行われているのが特徴的です。それによって、学びが深まるとともに、次の学年への導入にもなると

いう効果的・効率的な学びになっているのが素晴らしいですね。 

さまざまな体験が単発のものに終わら

ずに、「普段の生活」や「学習」として、

活かせる取り組みにしていきたい。 

・基本は電話・FAX でやり取り。 
・車いす、アイマスク等は社協で調整。 
・消耗品などは学校で準備。 
学校にて社会福祉協議会、ボランティア、

担当教員で体験打ち合わせを実施。 

社会福祉協議会が交流訪問の候補日を

確認するとともに、施設と日程を調整。 

社会福祉協議会も様子を見守り。 
最後にちょっぴりアドバイス。 

児童は施設内の各ユニット（デイサービ

ス、特別養護老人ホーム、小規模多機能型

ホームなど）にグループごとに訪問。 
 
グループごとにリコーダーやマジック、手

作りすごろくなど、交流し合うきっかけを

持ちより高齢者とコミュニケーションを

深めていた。 

№10   「あたたかいきもち」  知って、学んで、伝える学習 
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◆分野：福祉◆対象：義務教育学校・住民◆実施主体：義務教育学校・水戸市社協国田支部 

【文責：水戸市社会福祉協議会 国田支部 園部武正／作成：２０１７年６月】    

 

＜１＞活動の目標 

学校と地域社会が連携して、社会福祉に関する協働事業を実施することにより、子ども

たちが地域の課題や社会福祉に関する理解や考え方について学ぶ福祉教育を推進する。 

＜２＞活動の特徴 

① 地域社会が、年間を通して地域の中で子どもたちが生き生きと活動できる環境を整え

ることに努力している。 

② 学校が、子どもたちの発案による地域貢献事業を積極的に進める体制が整っている。 

③ 子どもたちを地域全体が見守り、ともに活動して子どもたちが地域の一員としての自

覚が得られやすい環境にある。 

＜３＞事業の成果等 

① 学校と地域との協働事業を進

めることによって、従来にも

増して地域の中の学校とし

て、生徒も地域の一員である

という自覚がなお一層促進さ

れたこと。 

② 生徒が地域貢献事業について

積極的に提案し、進んで実施

しようとする自覚が大きく芽

生えたこと。                 

③ 学校と地域の交流が一層進

み、地域の人やお年寄りとの

交流を通して福祉のこころを 

もって接する機運が一層促進

されたこと。                    ＜地域協働事業＞ 

 

№１１ 

国田義務教育学校が取り組む地域協働事業・地域交流事業・地域貢献事業について 

～H26～H28 福祉教育協力学区指定事業の成果～ 

事業実施主体 

国田義務教育学校              水戸市社会福祉協議会国田支部 

〒311-4205 水戸市下国井町 2595-1        〒311-4205 水戸市下国井町 1212-4  

電話 029-239-7118・239-7125          国田市民センター内  

Email  710101＠sch.ibk.ed.jp          電話・FAX 029-239-6568 
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№１１   国田義務教育学校が取り組む地域協働事業・地域交流事業・地域貢献事業について 

 

＜４＞福祉体験・協働事業に対する子どもたちの感想 

① 総合的な学習の時間の「和太鼓の練習」に関する感

想文 

（国田義務教育学校 3年 和田 翔太） 

② 地域協働事業・地域交流事業の「田植え・収穫祭」に

関する感想文 

（国田義務教育学校 6年 高安 好伸） 

＜５＞ 今後の課題 

① 福祉教育協力学区指定事業により、 従来にもまして

醸成された学校と地域との「協働」の精神を、今後い

かに持続させて学校運営や地域の行事を反映してゆ

くかということに十分配慮すること。              

② 地域との協働事業については、一時的なものにとど

めず福祉教育の観点から今後も積極的に取り組む必

要があること。 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜地域交流事業＞ 

＜地域貢献事業＞ 

＜６＞担当者からのメッセージ（資料を見る方へのメッセージ・コメント） 

事業推進のポイントとして、学校と地域役員との綿密な調整、準備が重要であると

感じました。 

志民の学び縁卓会議メンバーからのコメント（すぐれているところ・活用へのヒントなど） 

☆ 子どもたちの発想を生かして地域貢献体験を実施しているところがいいですね。 

☆ 地域方々と学校の先生方をつないでいる社協支部の役割を学びたいと思います。 

☆ 


